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中
城
村
出
身
で
、
入
門
十
年
目

に
念
願
の
関
取
の
座
を
手
に
し
た

琉
鵬
関
（
本
名
・
浦
崎
佳
助
、
陸

奥
部
屋
）の
昇
進
祝
賀
会（
主
催
＝

同
実
行
委
員
会
）が
十
一
月
一
日
、

吉
の
浦
会
館
で
行
わ
れ
た
。

県
出
身
力
士
の
十
両
昇
進
は
七

年
ぶ
り
四
人
目
で
、
村
内
外
か
ら

友
人
・
知
人
・
親
類
な
ど
関
係
者

六
百
人
以
上
が
会
場
に
つ
め
か

け
、琉
鵬
関
の
飛
躍
を
祝
福
し
た
。

琉
鵬
関
は
「
ま
だ
ま
だ
未
熟
者

で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

応
援
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

と
少
し
緊
張
気
味
に
挨
拶
を
し
た
。

ま
た
、
陸
奥
部
屋
親
方
（
元
大
関

霧
島
）
は
「
膝
の
故
障
が
心
配
で

あ
っ
た
が
、
一
人
で
黙
々
と
練
習

し
て
い
る
姿
を
見
て
近
い
う
ち
に

関
取
に
な
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

勝
負
の
世
界
に
は
勝
ち
負
け
は
つ

き
も
の
で
、
常
に
三
年
先
の
稽
古

を
し
て
い
る
。
九
州
場
所
に
む
け

て
頑
張
っ
て
い
く
の
で
応
援
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
挨
拶
し

た
。そ

の
他
、
実
行
委
員
長
の
新
垣

村
長
や
琉
鵬
が
中
学
三
年
の
時
に

同
校
長
だ
っ
た
仲
座
盈
助
教
育
長

が
挨
拶
で
激
励
し
た
。

会
場
に
は
今
秋
場
所
で
大
相
撲

の
呼
び
出
し
「
三
役
格
」
に
昇
進

し
た
琴
二
さ
ん
も
出
席
し
て
お
り
、

盛
大
な
祝
賀
会
と
な
っ
た
。

十
月
十
二
日
、
村
陸
上
競
技
大
会

が
行
わ
れ
、
村
体
育
協
会
の
体
育

大
会
が
す
べ
て
終
了
し
た
。
総
合

優
勝
に
は
南
上
原
、二
位
に
久
場
、

三
位
に
登
又
の
順
位
と
な
っ
た
。

４
位
以
下
は
順
に
、
和
宇
慶
、
屋

宜
、
北
上
原
と
な
っ
た
。

今
回
行
わ
れ
た
陸
上
競
技
で

は
、
ト
ラ
ッ
ク
競
技
、
フ
ィ
ー
ル

ド
競
技
と
も
各
支
部
代
表
の
熱
い

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

一
般
男
子
の
優
勝
が
久
場
、
一

般
女
子
は
和
宇
慶
、
壮
年
が
久
場

と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

今
大
会
で
は
、
一
般
女
子
２
０

０
ｍ
で
、
添
石
体
協
の
呉
屋
清
香

選
手
が
28
秒
62
と
18
年
ぶ
り
に
記

録
を
更
新
し
た
。
ま
た
、
一
般
女

子
１
０
０
ｍ
で
も
同
選
手
が
33
年

ぶ
り
に
タ
イ
記
録
13
秒
５
を
マ
ー

ク
し
て
い
る
。

沖
縄
県
芸
術
祭
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
復
帰
記
念
事
業
と
し
て
琉

球
舞
踊
公
演
を
開
催
し
て
以
来
今
年
度
で
三
十
一
回
目
を
迎
え
る
。

今
回
、
沖
縄
芸
能
の
華
で
あ
る
琉
球
舞
踊
が
、
十
月
十
二
日
中
城

村
吉
の
浦
会
館
で
行
わ
れ
、
師
匠
ク
ラ
ス
の
舞
踊
家
に
よ
る
レ
ベ
ル

の
高
い
華
や
か
な
芸
の
世
界
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

こ
の
日
は
、
村
内
の
み
だ
け
で
は
な
く
村
外
か
ら
も
八
百
人
を
超

え
る
多
く
の
人
々
が
つ
め
か
け
、
訪
れ
た
人
々
は
目
と
耳
で
熟
練
の

技
を
堪
能
し
、
芸
術
の
秋
を
満
喫
し
た
。

2002 Okinawa Art Festival
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最
近
の
相
次
ぐ
児
童
買
春
事
件

な
ど
を
受
け
て
、
村
教
育
委
員
会

や
そ
の
関
係
者
な
ど
は
、
10
月
18

日
吉
の
浦
会
館
に
お
い
て
「『
子

ど
も
は
社
会
の
宝
』
子
ど
も
を
守

り
育
て
る
県
民
一
斉
行
動
中
城
村

大
会
」
を
開
催
し
た
。

大
会
の
挨
拶
を
し
た
津
嘉
山
信

行
氏
は
「
子
ど
も
が
心
身
と
も
に

す
こ
や
か
に
育
つ
た
め
に
大
人
の

役
割
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、

今
日
の
社
会
は
子
ど
も
を
守
る
べ

き
立
場
の
大
人
が
子
ど
も
達
を
傷

つ
け
て
い
る
。
沖
縄
の
未
来
を
担

っ
て
立
つ
子
ど
も

達
に
、
大
人
の
あ

る
べ
き
姿
を
模
範

と
し
て
み
せ
ら
れ

る
社
会
を
つ
く
っ

て
い
こ
う
」
と
述

べ
た
。

宜
野
湾
署
の
奥

浜
弘
一
少
年
課
長

は
、「
現
在
の
児
童

買
春
は
「
援
助
交

際
」
と
称
し
て
ビ

ジ
ネ
ス
化
し
て
い

る
。
警
察
だ
け
で

な
く
、
学
校
、
家

庭
、
大
人
が
も
っ

と
問
題
意
識
を
高

め
子
ど
も
に
積
極
的
に
声
を
か
け

て
あ
げ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
青
少
年
の
性
犯
罪
に
つ
い

て
の
管
内
状
況
を
報
告
し
た
。

村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
喜
屋
武
三

智
代
さ
ん
は
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

逃
さ
な
い
よ
う
に
家
庭
で
の
団
ら

ん
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
訴

え
、
そ
の
他
、
村
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
の
武
富
順
子
さ
ん
、

中
城
中
学
校
生
徒
指
導
主
任
の
志

良
堂
保
夫
さ
ん
が
意
見
発
表
を
し

た
。大

会
最
後
に
村
婦
人
連
合
会
会

長
の
富
島
初
子
さ
ん
が
、
今
こ
そ

す
べ
て
の
大
人
の
自
覚
を
促
し
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
で
問
題
を
共

有
し
、
そ
の
解
決
に
踏
み
込
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
と
述
べ
、
参
加
者

全
員
で
緊
急
ア
ピ
ー
ル
文
を
読
み

上
げ
た
。

第
28
回
中
城
村
お
話
・
童
話
・

意
見
発
表
会
が
11
月
１
日
吉
の
浦

会
館
で
行
わ
れ
た
。
各
学
校
を
代

表
し
、
14
名
の
児
童
生
徒
が
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
。

低
学
年
の
部
で
は
、
物
語
の
主

人
公
に
な
り
き
っ
て
大
き
な
声
で

は
っ
き
り
と
発
表
し
て
お
り
、
高

学
年
の
部
で
は
、
自
分
の
身
近
な

体
験
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
、

中
学
生
の
部
は
さ
ま
ざ
ま
テ
ー
マ

に
つ
い
て
自
分
な
り
の
意
見
を
発

表
し
て
い
た
。

９
月
22
日
に
行
わ
れ
た
農
業
委
員
選
挙
で
16
名
の
選
挙
委
員
が
決
ま
っ

た
。
ま
た
、
４
名
の
議
会
推
薦
委
員
が
選
任
さ
れ
、
20
名
が
で
そ
ろ
っ
た
。

会
長
に
比
嘉
盛
光
氏
、
職
務
代
理
者
に
新
垣
勇
氏
が
、
選
出
さ
れ
た
。

任
期
は
平
成
17
年
ま
で
の
３
年
間
で
、
農
業
行
政
全
般
に
関
す
る
推
進
を

図
る
た
め
に
活
動
し
ま
す
。

氏　名 住　所 氏　名 住　所

比 嘉 盛 光 泊58

新 垣 　 勇

新 垣 力 男 当間1097 屋 良 朝 昭 浜932

平安名常彦 北上原896-2 比 嘉 一 雄 添石199

安 里 益 行 伊舎堂79 多和田眞吉 登又1131

安里57

津覇495

久場7-11

仲 松 弥 信伊集39與 儀 正 佳

稲 嶺 盛 市

花 城 伸 吉

新 垣 良 盛

小 橋 川 敏

仲 松 和 枝

屋宜749-1

北浜58-2

外 間 博 則

新 垣 民 樹

津覇182 泉 川 寛 治 北浜312-11

與那嶺正敏 奥間132泊360

和宇慶192-2 安 里 　 昇

北浜104

新垣193

村
役
場
で
は
、
10
月
１
日
付
け
で
新
採
用
が

あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

友寄健太：総務課
住民に信頼され親しま
れる職員をめざし日々
精進です。宜しくお願
いします。

新垣郁子：企画課
今回から広報担当になりま
した。コミュニケーション
を大切にし、村民の要望に
できる限り応えられるよう
に頑張ります。

新垣さおり：学
校給食調理場
中城村の職員として住
民サービスの充実に勤
めていきたいです。

糸数昌樹：都市計画課
地域の発展や住民の生活を支
える重要な職場なので責任感
をもち行動したいです。

〈
審
査
結
果
〉

低
学
年
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

高
学
年
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞

中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

優
秀
賞
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これまでの障害者福祉は、行政が福祉の内容を決める「措置制度」というしくみでし
たが、平成１５年４月１日から「支援費制度」というしくみに変わることになりました。
支援費制度では、障害者自身が、どこで、どんな福祉サービスを利用するか決めて、
事業者・施設と直接契約することになります。

Ｑ. どんなしくみなの？

① 障害者自身が利用したい福祉サービスを決めて、市町村の福祉窓口に「支援費支給」の申し込
みをします。

②　市町村に「支援費支給」を認められたら、利用したい事業者・施設と直接契約します。
③　福祉サービスの利用が始まります。
④　利用したいサービスにかかる料金のうち、「利用者負担」分を事業者・施設に支払います。

障害者手帳を持っている方
療育手帳を持っている方　又は　知的障害のある方

Ｑ. 支援費の申し込みは？

で平成１４年１１月以降から手続きができるようになります。
※　１８歳未満の児童の場合は、保護者が申し込みます。

Ｑ. サービスの申し込みは？

沖縄県が指定した、事業者・施設に、直接申し込みます。

Ｑ. サービスの内容は？

支援費の支給が認められた人は、利用した福祉サービスに係る料金のうち「利用者負担」分を事業
者・施設に支払います。「利用者負担」額は、利用者（または、その扶養義務者）の所得等に応じて
決められます。

ホームヘルプサービス　☆デイサービス　☆ショートステイサービス

☆知的障害者グループホームサービス

★更生施設　★授産施設　★身体障害者療護施設　★国立コロニー

役場健康福祉課窓口で相談してく
ださい。

日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る

二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の

す
べ
て
の
方
に
は
、
国
民
年

金
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

最
近
、
加
入
し
て
い
て
も
保

険
料
を
納
め
な
い
人
が
増
え

て
い
る
こ
と
か
ら
「
国
民
年

金
は
つ
ぶ
れ
る
の
で
は
な
い

か
」
と
心
配
す
る
声
が
よ
く

聞
か
れ
ま
す
。

し
か
し
、
未
加
入
者
と
未

納
者
を
合
わ
せ
た
数
は
、
被

保
険
者
全
体
の
五
％
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
社
会
保
険

方
式
を
と
る
国
民
年
金
で
は
、

保
険
料
納
付
に
応
じ
て
年
金

額
が
決
ま
る
の
で
、
未
加

入
・
未
納
期
間
分
に
つ
い
て

は
将
来
の
年
金
給
付
は
な
く
、

「
た
だ
乗
り
」
は
生
じ
な
い
仕

組
み
で
す
の
で
、
保
険
料
を

納
め
な
い
人
の
増
加
が
、
公

的
年
金
の
財
政
を
大
き
く
揺

る
が
し
制
度
を
崩
壊
さ
せ
る
、

と
い
う
状
況
に
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、「
自
分

は
年
金
が
貰
え
な
く
て
も
い

い
」、
だ
か
ら
「
保
険
料
を
納

め
な
く
て
も
い
い
」
と
い
う

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
を
納
め
な
い
人
は
、

世
代
間
扶
養
と
い
う
社
会
連

帯
の
輪
の
中
で
、
自
分
の
義

務
を
果
た
し
て
い
な
い
ば
か

り
で
は
な
く
、
他
人
の
保
険

料
に
よ
っ
て
自
分
の
親
の
老

後
を
心
配
し
な
い
で
い
い
と

い
う
、
公
的
年
金
の
恩
恵
だ

け
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
な

る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
未
加

入
・
未
納
者
が
増
え
る
と
、

保
険
料
が
上
昇
し
、
頑
張
っ

て
保
険
料
を
納
め
て
い
る
人

に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。

国
民
年
金
へ
の
加
入
、
保

険
料
の
納
付
は
、
自
分
だ
け

の
問
題
で
は
な
い
の
で
す
。

必
ず
加
入
し
、
き
ち
ん
と
保

険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利

用
す
る
た
め
に
は
、
申
請
手

続
き
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
お
住
ま
い
の

市
区
町
村
ま
た
は
社
会
保
険

事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

国民年金

保険料

手 続 き は カ ン タ ン ！

①あなたが口座を持っている金融機関や郵便局などの窓口でお申し込みできます。
②国（社会保険庁）から送られてきた納付案内書と預（貯）金通帳、通帳の届出　
印をご持参ください。
③振替はお申し込みの１～２ヶ月後から始まります。毎月月末が振替日となりま
すので、残高にはご注意ください。
④お申し込み、お振替にかかる手数料はすべて無料です。自動継続なので更新手
続きも無用です。

Ｑ. サービスの利用料金は？Ｑ. サービスの利用料金は？

Ｑ. サービスの申し込みは？

Ｑ. サービスの内容は？

Ｑ. 支援費の申し込みは？

Ｑ. 申し込みできる人は？Ｑ. 申し込みできる人は？

Ｑ. どんなしくみなの？
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Information

☆
特
別
募
集
生

高
校
進
学
が
で
き
な
か
っ
た
勤
労

者
に
対
し
て
高
校
教
育
を
与
え
よ

う
と
す
る
制
度
で
学
力
検
査
が
免

除
に
な
り
ま
す
。

出
願
資
格

勤
労
者
等
で
満
20
歳
（
募
集
年

度
３
月
31
日
現
在
）
以
上
の
者

出
願
期
間

平
成
15
年
２
月
６
日
〜
７
日
　

午
前
９
時
〜
５
時
（
７
日
は
４
時
ま
で
）

検
査
期
日

３
月
11
日
（
火
）
作
文
と
面
接

☆
編
入
学
生

高
校
を
中
途
退
学
し
た
方
に
、
再

就
学
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
制
度

受
付
期
間

平
成
15
年
１
月
８
日
〜
10
日

(

３
時
〜
５
時
）

体
験
入
学

平
成
15
年
２
月
３
日
〜
14
日

対
象
年
齢

平
成
15
年
３
月
31
日
で
、
満
年

齢
が
３
、
４
、
５
歳
に
達
す
る
者

募
集
説
明
会

平
成
14
年
12
月
18
日
　

午
後
２
時
　
美
咲
養
護
学
校

出
願
期
間

平
成
15
年
２
月
６
日
、
７
日

選
考
日

平
成
15
年
３
月
10
日
、
11
日

募
集
定
員
　
20
名

◎
お
問
い
合
わ
せ

沖
縄
県
立
美
咲
養
護
学
校

９
３
８

１
０
３
７

○
相
談
全
般
窓
口

全
国
共
通
　
＃
９
１
１
０

０
９
８-

８
６
３-

９
１
１
０

８
９
８-

０
１
１
０
（
２
１
２
）

○
性
犯
罪
被
害
者
専
用
相
談
電
話

８
６
８
０
１
１
０

○
暴
力
情
報
１
１
０
番

８
６
２
０
０
０
７

○
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー

（
少
年
の
悩
み
や
保
護
者
の
相
談
）

０
１
２
０
２
７
６-

５
５
６

０
９
８
８
６
２
０
１
１
１

○
悪
質
商
法
１
１
０
番

８
６
６
９
１
１
０

○
被
害
者
こ
こ
ろ
の
支
援
セ
ン
タ

ー
沖
縄﹇
民
間
被
害
者
援
助
団
体
﹈

８
６
６
７
８
３
０

○
暴
力
団
情
報
・
相
談
﹇
暴
力
団

追
放
沖
縄
県
民
会
議
﹈

８
６
８
０
８
９
３

○
交
通
事
故
相
談
﹇
交
通
安
全
協

会
連
合
会
﹈８

６
８
２
２
９
１

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
に
１
年
分
課
税
さ

れ
ま
す
。次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

早
め
に
手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

①
原
付
自
転
車
（
125
cc
未
満
）

*

譲
渡
し
た
場
合
↓
新
し
い
所
有

者
の
住
ん
で
い
る
市
町
村
役
場
へ

*

抹
消
（
解
体
、
盗
難
、
使
用
不

能
等
）
の
場
合
↓
中
城
村
役
場
へ

*

転
入
転
出
の
場
合
↓
新
住
所
地

の
市
町
村
役
場
へ

②
軽
自
動
車
、
軽
二
輪
（
125
cc
〜

250
cc
未
満
）
↓
軽
自
動
車
協
会
へ

③
小
型
二
輪
車
（
250
cc
以
上
）
↓

陸
軍
事
務
所
へ

◎
お
問
い
合
わ
せ

中
城
村
役
場
　
税
務
課

８
９
５

２
１
３
１

本
年
10
月
１
日
の
時
点
で
最
後

の
登
記
か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い

る
株
式
会
社
は
、
本
年
12
月
２
日

（
月
）
ま
で
に
登
記
の
申
請
又
は

「
ま
だ
営
業
を
廃
止
し
て
い
な
い
」

旨
の
届
出
を
し
な
い
か
ぎ
り
、
解

散
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
職
権

で
解
散
の
登
記
が
な
さ
れ
ま
す
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

不
明
な
点
は
お
近
く
の
法
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

那
覇
地
方
法
務
局
登
記
部
門

８
５
４

７
９
５
２

新
規
事
業
や
成
長
分
野
へ
進
出

を
検
討
中
の
企
業
に
対
す
る
支
援

制
度
の
紹
介
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
提
供
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所

12
月
18
日
〜
19
日
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
　
　

セ
ン
タ
ー
展
示
場

◎
お
問
い
合
わ
せ

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
　
沖
縄

セ
ン
タ
ー

８
６
２

３
２
１
２

全
壊
し
た
世
帯
の
被
災
時
世
帯

主
を
含
む
、
平
成
12
年
４
月
28
日

時
点
の
世
帯
が
支
給
対
象
と
な
り

ま
し
た
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

兵
庫
県
生
活
復
興
課

０
７
８

３
６
２

４
０
０
２

障
害
者
施
設
の
優
れ
た
多
彩
な

製
品
を
一
堂
に
集
め
、
即
売
を
実

施
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

11
月
23
日
〜
24
日

（
１
日
目
）
午
前
10
時
〜
午
後
８
時

（
最
終
日
）
午
前
10
時
〜

午
後
６
時
30
分

琉
球
ジ
ャ
ス
コ
具
志
川
店

ト
ロ
ピ
カ
ル
広
場
（
屋
外
）

◎
お
問
い
合
わ
せ

沖
縄
県
セ
ル
プ
セ
ン
タ
ー

８
６
１

９
０
０
４

今
回
か
ら
地
域
別
最
低
賃
金
は

時
間
額
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

最
低
賃
金
制
と
は
、
最
低
賃
金

法
に
基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
限

度
を
定
め
、
使
用
者
は
、
そ
の
最

低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働
者

に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
る
制
度
で
す
。

沖
縄
県
内
に
適
用
さ
れ
る
『
沖

縄
県
最
低
賃
金
（
地
域
別
最
低
賃

金
）』
は
平
成
14
年
10
月
１
日
か
ら

日
額
表
示
が
廃
止
と
な
り
、
時
間

額
６
０
４
円
と
し
て
発
行
さ
れ
ま

し
た
。（
特
定
の
産
業
に
は
産
業
別

最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。）

◎
お
問
い
合
わ
せ

沖
縄
労
働
局
　
賃
金
室

８
６
８-

３
４
２
１



火
赤 口

日
赤 口

１
10月27日

行
事
日
程
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

２
10月28日

３
10月29日

４
11月1日

５
11月2日

６
11月3日

７
11月4日

８
11月5日

９
11月6日

１０
11月7日

１１
11月8日

１２
11月9日

１４
11月11日

１５
11月12日

１６
11月13日

１８
11月15日

１９
11月16日

２０
11月17日

２２
11月19日

３１
11月28日

１
11月29日

２
11月30日

３
12月1日

４
12月2日

５
12月3日

６
12月4日

７
12月5日

８
12月6日

１０
12月8日

２３
11月20日

２４
11月21日

２５
11月22日

２６
11月23日

２７
11月24日

２８
11月25日

２９
11月26日

３０
11月27日

日
大 安

月
赤 口

火
先 勝

水
友 引

木
先 負

金
仏 滅

土
大 安

日
赤 口

月
先 勝

火
友 引

水
先 負

木
仏 滅

土
先 勝

金
赤 口

日
友 引

月
先 負

火
仏 滅

水
大 安

木
赤 口

金
先 勝

月
先 勝

火
友 引

水
大 安

木
赤 口

金
先 勝

土
友 引

日
先 負

月
仏 滅

火
大 安

水
赤 口

木
先 勝

金
友 引

日
仏 滅

月
大 安

水
先 勝

木
友 引

金
先 負

土
仏 滅

２１
11月18日

１１
12月9日

土
友 引

１３
11月10日

１７
11月14日

土
先 負

15,092
7,719
7,373
4,994

( 14)
( 07)
( 07)
( 15)

※ (    )内は前月との比較

９
12月7日

刑法犯認知件数は、戦後最多を記録！
警察では、特に重要な犯罪を行った被疑者をリストアップして１１月中を全国警

察の総力を挙げて追跡捜査を行うこととし、これら犯罪者の早期検挙を図っており、
村民の皆さんのご協力をよろしく宜しくお願いします。

「事件かな」と思ったら迷わず１１０番か若しくは
宜野湾警察署（８９８－０１１０）まで通報をお願いします。

浜　ふれあい事業
南上原ふれあい事業

当間ふれあい事業

ふれあいもちつき大会（社協）

リハビリ教室（吉の浦会館）[午後１時30分～４時]

奥間ふれあい事業
北上原ふれあい事業

御用納め

少年野球中城ブロック大会（５年生以下）（少野連）

健康体操教室（教育委員会）
浜　ふれあい事業
南上原ふれあい事業

３歳児検診（吉の浦会館）
Ｈ11.4.4日生～Ｈ11.6.5日生[受付：午後１時30分～２時30分] 

リハビリ教室（吉の浦会館）[午後１時30分～４時]

健康体操教室（教育委員会）

少年野球中城ブロック大会（５年生以下）（少野連）

健康体操教室（教育委員会）

乳幼児検診（老人福祉センター）
[受付：午後１時30分～２時30分] 

村子連発表会（村子連）

歯科検診（吉の浦会館）
Ｈ12.12.11日生～Ｈ13.2.19日生[受付：午後１時～１時30分]
Ｈ12. 6.11日生～Ｈ12.8.19日生[受付：午後１時～１時30分]
Ｈ10. 6.11日生～Ｈ10.8.19日生[受付：午後２時30分～３時]

生花講習会（村婦連）

元旦 あけましておめでとうございます

御用始め

浜　ふれあい事業
南上原ふれあい事業

リハビリ教室（吉の浦会館）[午後１時30分～４時]

新春のつどい（村婦連）

農産物フェアー（経済課）

農産物フェアー（経済課）
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敬老の日にちなんで、９月１５日、吉の浦会館で
８０歳以上のお年寄りを招き、敬老会が盛大に行わ
れた。会では百歳以上、カジマヤー、トーカチを迎
えられた方々に記念品が贈られた。
また、今年は新１００歳になられた”岸本盛芳さ

ん、比嘉ウシさん、喜舎場マカトさん”の３名の
方々に内閣総理大臣から銀杯と祝状、稲嶺県知事か
ら祝状と記念品がおくられた。
村には１００歳以上の方が１０人、カジマヤーが

７人、トーカチが３４人と大勢のお年寄りがおり、
県下でも有数の長寿村である。
敬老会の後は、残波大獅子太鼓による余興があり、

琉球民謡、琉球舞踊などを楽しんだ。
おじ～、おば～、いつまでも元気で頑張ってね。

9月15日

10月27日

★

★

★

吉の浦会館で、第５回婦人芸能の集いが
行われた。各支部の婦人会メンバーらが日
頃の練習の成果を披露した。
途中、『 』も登場。ま

た、新垣村長も挨拶時に小躍りしながら登
場するなど会場を賑わし、楽しい芸能の集
いになった。
村の女性の活躍にはめざましいものがあ

り、これからも、さまざまな場での活躍が
期待される。

11月3日

中
城
村
と
村
遺
族
会
に
よ
る
全
戦
没
者
慰
霊
祭
が
十
一
月

二
日
村
慰
霊
の
塔
で
行
わ
れ
た
。
遺
族
を
代
表
し
て
比
嘉
武

義
氏
が
、「
今
日
の
平
和
が
あ
る
の
は
御
霊
の
犠
牲
が
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
正

し
く
伝
え
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
願
う
。」
と
追
悼
の
言
葉

を
述
べ
た
。

児
童
生
徒
を
代
表
し
た
喜
舎
場
正
太
く
ん
は
、「
平
和
学

習
で
沖
縄
戦
を
学
習
し
た
。
一
言
で
そ
の
悲
惨
さ
を
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
ど
う
し
て
戦
争
は
お
こ
る
の
か
？
何
の
罪

も
な
い
人
が
犠
牲
に
な
る
の
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
れ
か
ら
は

自
分
た
ち
が
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
を
創
っ
て
い
き
た

い
。」
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
し
た
。

11月2日

十
一
月
三
日
、
文
化
の
日
に
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
、
献
身
的

な
努
力
を
し
て
き
た
二
名
の
方
が

村
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

一
人
は
、
昭
和
55
年
か
ら
22
年

間
に
わ
た
り
久
場
自
治
会
長
と
し

て
役
場
と
村
民
の
パ
イ
プ
役
を
努
め
た

さ
ん
、
も
う
一
人
は
、
昭

和
38
年
か
ら
39
年
間
の
長
き
に
わ
た
り

本
村
職
員
と
し
て
職
務
に
精
励
さ
れ
村

政
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た

さ
ん
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
瀬
名
波
さ
ん

は
、「
日
頃
の
業
務
に
努
め
て
き
た
だ

け
な
の
に
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
賞
を

い
た
だ
け
て
喜
ん
で
い
ま
す
。
家
族
や

職
員
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
な
人
に
支
え

ら
れ
こ
の
賞
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て
い
き
ま

す
。」
と
挨
拶
し
た
。



1 1

２
０
０
２
年
度�

「
１
０
０
０
万
人
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の

体
操
祭
沖
縄
大
会
」
が�

十
月
十
二
日
早
朝
、
奥
武
山
運
動
公
園
で�

開
催
さ
れ
た
。
　�

長
年
に
わ
た
っ
て
ラ
ジ
オ
体
操
を�

実
践
し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ�

本
村
役
場
が
団
体
部
門
で
表
彰
を
受
け
た
。

新
垣
村
長
は
、�

「
健
康
増
進
に
務
め
て
き
た
こ
と
が
高
く
評

価
さ
れ
た
こ
と
は
う
れ
し
い
。�

今
後
も
ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
に�

努
め
て
い
き
た
い
。
」�

と
受
賞
者
を
代
表
し
て
挨
拶
し
た
。�

８
月
17
日
に
行
わ
れ
た
�

第
８
回
県
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
の
�

成
績
を
報
告
す
る
た
め
、
�

中
城
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
が
成
績
報
告
で
村
長
を

表
敬
し
た
。
�

女
子
の
新
垣
・
渡
慶
次
ペ
ア
が
優
勝
！
�

男
子
も
２
位
と
検
討
し
、
�

11
月
の
九
州
大
会
に
派
遣
さ
れ
る
。
�

キ
ャ
プ
テ
ン
の
渡
慶
次
さ
ん
は
�

「
九
州
大
会
は
小
学
校
最
後
の
大
会
な
の
で
�

思
い
出
に
残
る
試
合
が
し
た
い
」
�

と
抱
負
を
を
語
っ
た
。
�

２
０
０
２
年
度�

「
１
０
０
０
万
人
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の

体
操
祭
沖
縄
大
会
」
が�

十
月
十
二
日
早
朝
、
奥
武
山
運
動
公
園
で�

開
催
さ
れ
た
。
　�

長
年
に
わ
た
っ
て
ラ
ジ
オ
体
操
を�

実
践
し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ�

本
村
役
場
が
団
体
部
門
で
表
彰
を
受
け
た
。

新
垣
村
長
は
、�

「
健
康
増
進
に
務
め
て
き
た
こ
と
が
高
く
評

価
さ
れ
た
こ
と
は
う
れ
し
い
。�

今
後
も
ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及
に�

努
め
て
い
き
た
い
。
」�

と
受
賞
者
を
代
表
し
て
挨
拶
し
た
。�

毎
年
、
体
育
の
日
に
ち
な
ん
で�

実
施
し
て
い
る�

村
民
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、�

十
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
。�

日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消
し
よ
う
と�

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
村
民
が
、

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
に�

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。�

会
場
は
終
始
笑
い
が
絶
え
ず
、�

楽
し
い
一
日
と
な
っ
た
。�

毎
年
、
体
育
の
日
に
ち
な
ん
で�

実
施
し
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村
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ボ
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会
場
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終
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笑
い
が
絶
え
ず
、�

楽
し
い
一
日
と
な
っ
た
。�

第
38
回
沖
縄
県�

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が�

９
月
８
日
、
豊
見
城�

総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で�

行
わ
れ
た
。�

障
害
者
の
体
力
向
上
を�

図
ろ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、�

村
か
ら
は
10
名
の
方
が
競
技
に�

エ
ン
ト
リ
ー
。
金
メ
ダ
ル
６
個�

銅
メ
ダ
ル
２
個
と
大
健
闘
で
し
た
。�

第
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ス
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月
８
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豊
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総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で�

行
わ
れ
た
。�

障
害
者
の
体
力
向
上
を�

図
ろ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、�

村
か
ら
は
10
名
の
方
が
競
技
に�

エ
ン
ト
リ
ー
。
金
メ
ダ
ル
６
個�

銅
メ
ダ
ル
２
個
と
大
健
闘
で
し
た
。�

８
月
17
日
に
行
わ
れ
た
�

第
８
回
県
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
の
�

成
績
を
報
告
す
る
た
め
、
�

中
城
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
が
成
績
報
告
で
村
長
を

表
敬
し
た
。
�

女
子
の
新
垣
・
渡
慶
次
ペ
ア
が
優
勝
！
�

男
子
も
２
位
と
検
討
し
、
�

11
月
の
九
州
大
会
に
派
遣
さ
れ
る
。
�

キ
ャ
プ
テ
ン
の
渡
慶
次
さ
ん
は
�

「
九
州
大
会
は
小
学
校
最
後
の
大
会
な
の
で
�

思
い
出
に
残
る
試
合
が
し
た
い
」
�

と
抱
負
を
を
語
っ
た
。
�

長
い
間
、
村
民
の
皆
様
方
の
�

水
に
親
し
む
場
と
し
て
�

活
用
さ
れ
て
き
た
村
営
プ
ー
ル
が
�

老
朽
化
等
の
た
め
�

惜
し
ま
れ
な
が
ら
今
年
度
で
�

閉
館
と
な
り
ま
し
た
。
�

22
年
間
ご
利
用
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
�

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
�
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と
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